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牛う
し
道み
ち
遺
跡　

江
南
区
曙
町
二
丁
目
・
城
所

　

牛
道
遺
跡
は
、
亀
田
砂
丘
か
ら
南
に
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
沖

ち
ゅ
う

積せ
き

地

に
あ
る
。
標
高
は
約
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
ご

ろ
に
ナ
シ
畑
の
根
を
掘
り
起
こ
し
た
時
に
発
見
さ
れ
た
。
範
囲
は
南
北
約
一

八
〇
メ
ー
ト
ル
、東
西
約
五
五
〇
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
、

遺
跡
を
東
西
に
横
断
す
る
形
で
国
道
四
九
号
横
雲
バ
イ
パ
ス
が
通
り
、
バ
イ

パ
ス
南
側
は
水
田
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
、
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴
い
新
潟
県
教
育
委
員
会
が
六
八
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
発
掘
調
査
し
、平
安
時
代
の
耕
地
を
主
と
す
る
遺
跡
と
分
か
っ
た
。

出
土
遺
物
の
時
期
は
、
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
初
頭
の
短
期
間
で
あ
り
、
存
続
期
間
が

五
〇
年
足
ら
ず
の
集
落
の
耕
地
と
思
わ
れ
る
。

　

発
掘
調
査
で
は
、
耕
作
土
を
取
り
除
く
と
、
そ
の
す
ぐ
下
か
ら
畑
の
跡
や
、
井
戸
な

ど
が
発
見
さ
れ
た
。
畑
の
跡
は
、
長
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
〇
〜
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
深
さ
一
〇
〜
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
溝
状
小
溝
（
畝
状
小
溝
）
と
し
て
残
っ

て
い
た
。
数
条
を
単
位
と
し
て
同
じ
方
向
に
平
行
し
て
並
ん
で
い
た
。
井
戸
は
、
小
さ
い
も
の
で
直
径
約
一
メ

ー
ト
ル
、
深
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
程
度
、
大
き
い
も
の
で
は
直
径
約
三
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
で

図203　遺跡の位置
５万分１地形図「新潟」

図204　牛道遺跡を通るバイパス
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あ
っ
た
。
水み

ず

溜だ
め

に
大
き
な
曲ま

げ

物も
の

を
据
え
た
井
戸
や
、
掘
っ
た
と
き
に
豊
富
な
湧
水
を
祈
っ
て
供
え
物
を
し
、
ま

た
埋
め
る
と
き
も
供
え
物
を
し
て
土
を
埋
め
た
様
子
が
う
か
が
え
る
井
戸
も
あ
っ
た
。

　

発
掘
地
に
は
見
栄
え
の
す
る
遺
構
は
な
か
っ
た
が
、
井
戸
か
ら
出
土
し
た
自
然
遺
体
の
分
析
で
、
当
時
の
作

物
や
食
べ
物
が
分
か
っ
た
。
種
実
の
分
析
で
同
定
さ
れ
た
栽
培
植
物
は
、
稲
の
ほ
か
に
、
大
麦
・
麻
・
桃
・
ナ

ス
・
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
類
・
ウ
リ
類
で
あ
っ
た
。
食
用
果
実
で
は
、

ク
ワ
属
・
ク
リ
・
オ
ニ
グ
ル
ミ
・
ト
チ
ノ
キ
・
ブ
ド
ウ
属
・

サ
ク
ラ
属
が
同
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
魚
骨
の
分
析
で
は
、
イ

ト
ヨ
や
ト
ミ
ヨ
な
ど
の
ト
ゲ
ウ
オ
科
が
最
も
多
く
て
、
コ
イ

科
の
ほ
か
に
、
ア
ジ
科
・
サ
ケ
属
も
同
定
さ
れ
た
。
魚
骨
は

焼
け
て
い
た
の
で
、
焼
き
魚
に
さ
れ
た
も
の
が
発
掘
地
で
食

べ
ら
れ
、
骨
が
捨
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ト
ゲ
ウ
オ
科
の

食
用
が
古
代
遺
跡
で
確
認
さ
れ
た
の
は
、
国
内
で
牛
道
遺
跡

が
初
例
で
あ
る
。

　

調
査
で
は
土は

師じ

器き

・
須す

恵え

器き

も
多
く
出
土
し
て
い
る
が
、

住
居
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
調
査
地
の
北
側
に
あ
る
自

然
堤
防
の
微
高
地
に
居
住
地
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

図205　発掘区の景観　新潟県教育委員会提供

図206　魚骨　左,トゲウオ科　中,サケ属　右,アジ科
新潟県教育委員会提供


